
 

令
和
四
年
度 
四
谷
の
千
枚
田
地
域

振
興
協
議
会
の
開
催 

開 

催 

日 

令
和
五
年
三
月
十
七
日 

開
催
場
所 

新
城
市
開
発
セ
ン
タ
ー 

 
 

指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
の
実
施
主

体
は
次
に
掲
げ
る
四
谷
の
千
枚
田
地
域

振
興
協
議
会
の
参
加
者
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会
会
長
、

四
谷
集
落
協
定
代
表
、
地
域
住
民(

四
谷

区
長)

、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
内
産
米
の
伝
統

食
文
化
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
長
、
㈱

横
浜
ゴ
ム
新
城
工
場
業
務
課
長
、
チ
ー
ム

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｏ
、
愛
知
東
農
業
協
同
組
合
課
長
、

公
益
財
団
法
人
農
林
業
公
社
し
ん
し
ろ

事
務
局
長
、
愛
知
県
新
城
設
楽
農
林
水
産

事
務
所
建
設
課
及
び
農
政
課
、
新
城
市
産

業
振
興
部
農
業
課
長
で
構
成
。
事
務
局
は

鳳
来
総
合
支
所
地
域
課
に
置
か
れ
て
い

る
。 

 

会
議
の
概
要 

 

開
催
に
あ
た
り
会
長
の
小
山
舜
二
は
、

『
日
頃
は
、
四
谷
の
千
枚
田
に
、
何
か
と

ご
協
力
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
本
日
は
、
ご
多
忙
の
中
、「
四
谷
の

千
枚
田
地
域
振
興
協
議
会
」
に
ご
出
席
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
協
議
会
は
、

令
和
三
年
二
月
十
二
日
に
委
員
の
承
認

を
得
て
制
定
、
そ
し
て
、
四
月
十
八
日
、

国
の
「
指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
計
画
」

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

       

な
お
、
こ
の
制
度
の
特
徴
は
、
農
林
水
産

省
以
外
の
総
務
省
、
文
部
科
学
省
、
国
土

交
通
省
、
環
境
省
な
ど
、
す
べ
て
の
省
庁

と
超
党
派
の
同
意
で
成
立
さ
れ
た
も
の

で
す
。 

農
林
水
産
省
は
、
令
和
四
年
二
月
十
四

日
、
全
国
で
も
優
良
な
二
百
七
十
一
の
棚

田
を
ポ
ス
ト
棚
田
百
選
「
つ
な
ぐ
棚
田
遺

産
」
と
し
て
選
定
。
四
谷
の
千
枚
田
も
選

定
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
つ
い
先
日
の
三
月
九
日
に
全
国

二
百
七
十
一
の
「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
」
選

定
地
区
か
ら
棚
田
地
域
の
振
興
等
に
貢

献
す
る
三
十
九
の
企
業
・
大
学
等
に
農
林

水
産
省
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。 
 

そ
の
一
つ
、「
未
来
へ
つ
な
ぐ
部
門
」
に

「
四
谷
の
千
枚
田
」
の
未
来
継
承
と
環
境

保
全
に
大
き
な
力
を
頂
い
て
い
る
㈱
丸

八
製
菓
さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
こ
と
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

も
う
一
つ
は
、
内
閣
府
が
絡
ん
だ
あ
し

た
の
日
本
を
創
る
協
会
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
読
売

新
聞
東
京
本
社
な
ど
が
主
催
す
る
「
令
和

四
年
度
あ
し
た
の
ま
ち
・
く
ら
し
づ
く
り

活
動
賞
」
に
レ
ポ
ー
ト
応
募
し
た
結
果
、

「
こ
ど
も
た
ち
や
地
元
企
業
と
と
も
に

活
動
を
展
開
し
た
こ
と
で
、
持
続
的
な
取

組
に
な
っ
て
い
る
点
は
高
く
評
価
で
き

る
。
地
域
の
宝
を
守
り
続
け
る
見
本
の
よ

う
な
活
動
で
あ
る
。」
と
評
価
さ
れ
、
昨
年

の
十
一
月
二
日
、
鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存

会
が
主
催
者
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
こ
と

を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
』
と
挨
拶
。 

協
議
事
項  

 

本
会
議
は
、
令
和
四
年
度
の
初
め
て
の

顔
合
わ
せ
の
た
め
、
自
己
紹
介
を
行
い
、

規
約
第
十
二
条
第
二
項
に
基
づ
き
小
山

会
長
が
議
長
に
、
議
長
の
指
名
で
議
事
録

署
名
人
を
四
谷
集
落
協
定
代
表
の
村
雲

伸
一
さ
ん
、
四
谷
区
長
の
林 

義
明
さ
ん

の
二
名
に
お
願
い
し
、
議
事
を
進
行
し
た
。 

指
定
棚
田
地
域
振
興
活
動
の
内
容
と

し
て
事
務
局
か
ら
項
目
別
に 

(

１)

令
和

四
年
度
事
業(

実
績)

報
告(

２)

令
和
五

年
度
事
業
計
画
を
併
せ
て
説
明
が
あ
っ

た
。
①
棚
田
等
の
保
全
〇
管
理
面
積
の
維

持
〇
耕
作
放
棄
の
防
止
・
削
減
で
は
千
枚

田
入
口
周
辺
、
ふ
れ
あ
い
広
場
、
農
道
、

周
辺
林
地
、
無
住
地
の
荒
廃
農
地
等
の
草

刈
り
、
水
路
の
除
伐
、
防
獣
柵
設
置
等
、

(

延
べ
百
九
十
八
名)

、
稲
作
勉
強
会(

十

五
名)

。
②
棚
田
等
の
保
全
を
通
じ
た
多

面
に
わ
た
る
機
能
の
維
持
・
発
揮
〇
農
産

物
の
供
給
の
促
進
で
は
千
枚
田
五
平
餅

と
し
て
古
米
の
出
荷
販
売
、
新
米
の
限
定

販
売
。
〇
自
然
環
境
の
保
全
・
活
用
で
は

ア
フ
リ
カ
地
域
「
稲
作
の
た
め
の
中
核
的

農
学
研
究
者
の
育
成
」
の
技
術
研
修(

国

際
協
力
機
構)

。大
学
生
の
地
域
貢
献G

研

修
な
ど
の
受
入
れ
。
小
学
生
の
校
外
学
習
、

地
元
小
学
校
、
豊
橋
調
理
製
菓
専
門
学
校
、

愛
知
東
農
協
こ
ど
も
農
学
校
、
ヤ
マ
サ
ち

く
わ
の
稲
作
体
験
な
ど
。
〇
良
好
な
景
観

の
形
成
で
は
リ
ア
ル
案
山
子
の
管
理
な

ど
。
③
棚
田
を
核
と
し
た
棚
田
地
域
の
振

興
〇
棚
田
に
お
け
る
都
市
農
村
交
流
を

通
じ
た
関
係
人
口
の
創
出
・
拡
大
に
よ
る

地
域
振
興
で
は
お
田
植
感
謝
の
夕
べ
、
収

穫
感
謝
祭
に
つ
い
て
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中

止
、
令
和
五
年
度
は
実
施
予
定
。
第
５
回

「
四
谷
の
千
枚
田
」
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

(

応
募
数
四
百
四
点)

。
小
学
校
の
教
科
書

(

道
徳)

二
冊
掲
載
。
四
谷
の
千
枚
田
だ
よ

り
を
毎
月
発
行
、
新
城
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
よ
る
情
報
発
信
を
継
続
。
棚
田
米
を
活

用
し
た
六
次
産
業
化
の
推
進
で
は
千
枚

田
五
平
餅
を
郵
便
局
を
通
し
て
通
信
販

売
、
道
の
駅
で
も
販
売(

丸
八
製
菓)

等
々

が
報
告
、
協
議
は
ス
ム
ー
ス
に
可
決
終
了

し
た
。 

 

そ
の
他
事
項
と
し
て
事
務
局
か
ら
第

二
十
八
回
全
国
棚
田(

千
枚
田)

サ
ミ
ッ

ト
開
催
概
要
の
説
明
が
あ
っ
た
。 

                  

保
全
管
理
さ
れ
た
千
枚
田(

四
月
四
日
撮)

 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 

 
 

第 235 号  



 

文 

集 
地
元
鳳
来
寺
小
学
校
五
年
生
十
一
名

か
ら
校
外
学
習
「
四
谷
の
千
枚
田
」
の
稲

作
を
通
し
た
一
年
間
の
活
動
の
お
礼
と

し
て
、
児
童
た
ち
の
文
集
と
フ
ォ
ト
フ
レ

ー
ム
を
担
任
の
植
田
先
生
と
教
頭
先
生

が
届
け
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
。 

 

文
集
を
読
む
と
、
ひ
と
り
一
人
が
お
コ

メ
つ
く
り
の
大
変
さ
を
体
感
。
楽
し
か
っ

た
代
掻
き
や
田
植
え
、
田
ん
ぼ
飛
び
等
々
、

一
年
間
に
学
ん
だ(

体
験)

こ
と
を
書
き

纏
め
て
あ
っ
た
。 

戴
い
た
手
紙
を
読
ん
で
、
児
童
た
ち
は

校
外
学
習
「
四
谷
の
千
枚
田
」
を
一
生
の

宝
と
し
て
心
に
刻
み
込
ま
れ
た
こ
と
を

感
じ
さ
せ
ら
れ
る
礼
文
で
あ
り
、
児
童
た

ち
に
も
故
郷
の
「
思
い
で
創
り
」
に
役
立

つ
事
が
で
き
た
か
と
思
っ
て
も
み
た
。 

 

全
員
の
礼
状
を
紹
介
し
た
い
が
、
ス
ペ

ー
ス
の
都
合
で
一
人
の
み
の
掲
載
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
が
、
何
か
の
機
会
に
是
非

紹
介
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

横
浜
ゴ
ム
研
修 

 

四
月
五
日
、
横
浜
ゴ
ム
新
城
工
場
新
入

社
員(

二
十
名)

、
幹
部
サ
ホ
ー
ト(

十
一

名)

の
千
枚
田
研
修
を
実
施
し
た
。 

 
到
着
し
た
社
員
に
新
城
市
鳳
来
総
合

支
所
地
域
課
長
坂
課
長
さ
ん
は
自
然
に

恵
ま
れ
た
四
谷
の
千
枚
田
を
皆
さ
ん
の

ふ
る
さ
と
と
し
て
親
し
ん
で
い
た
だ
け

れ
ば
と
ア
ピ
ー
ル
…
。
愛
知
県
新
城
設
楽

農
林
水
産
事
務
所
小
松
本
建
設
課
長
さ

ん
は
、
四
谷
の
千
枚
田
の
施
設
整
備(

農

道
な
ど)

や
環
境
保
全
活
動
に
ふ
る
さ
と

指
導
員
を
通
し
て
支
援
し
て
い
る
。
等
々

…
。
保
存
会
長
は
平
成
十
八
年
か
ら
毎
年

研
修
の
受
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。
私
の
持

論
は
「
企
業
は
環
境
に
配
慮
す
る
責
務
が

あ
る
」。
横
浜
ゴ
ム
が
取
り
組
ん
で
い
る
「 

千
年
の
杜
」
の
広
葉
樹
の
育
苗
に
は
環
境

に
優
し
い
稲
わ
ら
を
使
用
し
て
頂
い
た

り
、
同
社
が
取
り
組
む
環
境
保
全
活
動

(

河
川
生
物
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
。
ビ
オ

ト
ー
プ
造
成
管
理
・
外
来
生
物
駆
除)

な

ど
の
活
動
を
通
し
て
絆
は
深
い
。
と
そ
れ

ぞ
れ
が
歓
迎
挨
拶
を
行
っ
た
。 

 

高
低
差
二
百
㍍
の
概
要
説
明
は
吉
野

課
長
主
動
て
、
細
部
に
つ
い
て
は
会
長
が

ホ
ロ
ー
し
た
。(

説
明
内
容
は
湧
き
水
の

棚
田
、
転
石
の
石
積
棚
田
、
モ
リ
ア
オ
ガ

エ
ル
、
山
崩
れ
の
話
な
ど
、
特
に
環
境
を

重
視
し
た
説
明
が
多
く
、
嬉
し
か
っ
た
。)

約
一
時
間
で
ふ
れ
あ
い
広
場
に
到
着
、
休

息
後
、
班
を
編
成
、
ふ
れ
あ
い
広
場
の
掃

除
、
草
取
り
、
入
口
付
近
の
市
道
陥
没
ヵ

所
に
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
物
で
の
保
守

作
業
な
ど
を
行
っ
た
。 

 

交
流
会
で
は
、
新
入
社
員
が
出
身
地

(

出
身
校)

や
豊
富(

将
来
展
望)

な
ど
を

自
己
紹
介
。
そ
の
、
多
く
が
「
一
人
暮
ら

し
を
し
て
、
彼
女
を
早
く
見
つ
け
た
い
。

早
く
仕
事
に
慣
れ
、
出
世
し
た
い
。
働
い

て
お
金
を
貯
め
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
喜

ば
せ
た
い
。
外
車(

ベ
ン
ツ
、
ア
ウ
デ
ィ)

を
買
っ
て
、
彼
女
と
ド
ラ
イ
ブ
し
た
い
」。

な
ど
で
、
社
長
に
な
り
た
い
ま
で
の
希
望

は
聞
き
漏
ら
し
た
？
か
な
…
」
。
幹
部
か

ら
は
「
真
面
目
に
働
け
ば
外
車
も
夢
で
は

な
い(

多
く
の
幹
部
が
外
車
に
乗
っ
て
い

る
よ
う
で
あ
っ
た)

。
困
っ
た
こ
と
は
、
ひ

と
り
で
悩
む
の
で
な
く
、
相
談
す
る
こ
と

が
大
切
だ
。
現
在
、
会
社
で
は
環
境
を
重

視
し
た
エ
コ
タ
イ
ヤ
の
研
究
開
発
を
行

っ
て
い
る
」。
な
ど
の
紹
介
が
あ
っ
た
。 

 

交
流
会
が
終
わ
る
と
新
人
・
幹
部
社
員

全
員
が
ふ
れ
あ
い
広
場
か
ら
眼
下
に
広

が
る
棚
田
に
「
四
谷
の
千
枚
田 

あ
り
が

と
う
」
と
大
発
声 

頭
を
下
げ
た
。
全
員
が

頭
を
下
げ
た
時
、
木
霊
が
あ
り
が
と
う
～

と
、
心
地
よ
く
響
き
帰
っ
て
き
た
。 

                             

行 
 

令
和
五
年
四
月
十
五
日 

   
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
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